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Kyoto University
resonalCe Sまgnal‥の解析 を行 う｡
京大物性物晋研究グループの紹介
⑥ 特 に coberenceという点に着 冒して transverse opもlCalpump
lngの磯碍 をしらべ (RLVaponr)'
(･b opも1Caliy らⅩclもed stateの ESR (Cr- 勘 AC205. Nd5+
ミ _ __
(aWO4 etC)の検出を行 うo
ことであるO 今後 は レザーの構嶺的利用 をも試みたい O
浅_井研究室 (高分子物理学 )
スタ ッフ 浅 井 健次郎
宮 磯 英 紀
敦盛 1,助手 1,博士課程 1,修士課程 2で構成.長鎖状化 合物/nX線的研
究か ら,最近,着品性高分子の塑性.組織および誘電的性質を研究するグ)i/-
プと溶液 中におけ る鎖状分子の2次構造 をや っているグループがあるO的者 は
自由炭J)多い高分 子を自由慮 r/)少ない,結晶に して挑め るものであり,後者は,
統計殉方法 を庸いるものである O 現在,長鎖状化合物お よひナイロンそこつTt､て
誘 電,X線測定か ら,その構造,分子遅効,電気伝導 を明 らズ項=_して,結晶塵
高分子の分散項数,電気伝導 の足 がか りを求めているO また E, -溶液での平均双
極子能率 の測定を行 っている ｡ 将来,高分子単結晶を作製,し,その路子欠滴,
誘電的性質を明 らかにし, また,溶液での合成電解瞥高分子の_2_次補遺,分子
運動.溶媒効果等 を研究 して生物物埠への碁挺づけを行 いたい｡















我々のグループでは各種 イオン結晶の光学的性質 を,局所的な電子状態 (負
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中心や不純物中心)と.結晶全体に鉱が った電子状態 (バ ン ド,励起子)の二
つの側面から研究 しているo
例えば アルカリハライ ドでは,色 中心,不純物中心 町 rjf究 をしてきてお り,
現在 NaI:Te KI:TP の吸収 と塵光の測定 を行 い,Te+に対する痛晶場の影
乳 で,e+ palrの存在,Host SensitlZatl｡〕nに よるTP+ の発光機構等
を研究 してい る o ま た MgCP2･CdCC2 の様 に 異方性 のあるイオン嬉晶に着El
L･Ag-ト等の不純物 を仕込み･放射線による価電子数の変化 ,格子欠陥の付随
の仕方をESA,光吸収を周いて調べているO
アルカ Dノ､ライ ドのバ ン ド構造については鼻近痔空紫外域での各停の測定が
えられると共に,い くつかのバ ンド計算 も見 られ る戒にな った｡戎々のグルー
プではバ ン ドお よび励起子の詳 しい知見を得 るために,混晶を作 り,それ らの
吸収 と反射測定 を行 っている ｡ アルカ リノ､ライ ドの価電子覇,伝導,帯は-ログ
ソイオン粛よびアルカリイオンに克 く的遵 しているか ら,ハ ロゲ ンを共通にし
てア]L,カ リを変 えることに よ -,て伝導磁 針様子を, また, アル カリを共通にし
て,ノ､ロダンを変えることによって補 爵十錯 t:))様子を調べることか出来 るO
混晶は上記の綾 な準位同定の他に不忍副 格子 としての興味がある Ll放蛍の
Iq を含む KCe には I による局在励起子が現れ るが,東に 工-の盛 夏 をふや
しKI迄達虜的に測 ると新たに I叫palrまたは clus terに よると思われる
胤 如 -ii-Aれ,不端物状増か らバ ン ドへの′移り変 Oが見 られる O これは TP+
pair とも粛蓮して輿味ある蘭 越 を提起 しているO
現在測定域 を5eV～25ev迄砿げ, この鹿域 での光学血 走 を桶始 している｡
更に高いエネルギー (軟X線 )域での光学甘捜蜜に郵 床を持ち,INS-SOB
にも参抑しているO価 電子 帯 か らの蔓渉による貞空紫外スペク トルと内殻電子
の魯射 こよる軟X線 スペク トルの比夜 は,バ ンド横道裾埋揮する上に肇味ある
情報 を提供するもOL)と期待 され るo
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